
業
者
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
第
三
条
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
」

と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十

六
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
二

十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
同
法

第
三
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
る
報
告
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る

事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
九
条

の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
条
第
三

項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
又
は
第
八
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係

る
事
項
に
関
す
る
部
分（
認
定
管
理
統
括
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
事
業
所

管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
を
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
八
十
条
第
三
項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
又
は
第
八
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
報
告
に
係
る
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
を
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
条
第
三
項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
又
は
第
八
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
前
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
を
行
う
」と
あ
る
の
は「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
に
係
る
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
を
行
う
」と
あ
る
の
は「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
三
条
第
一
項

（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
百
二
十
七
条

第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
百
三

十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
同

法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分

（
認
定
管
理
統
括
貨
客
輸
送
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に

伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ

れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
事
業
所
管
大
臣
が

所
管
す
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第

四
十
九
号
）
第
百
三
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
同
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
百
三
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
同
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
事
業

所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
三
条
第

一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
百
二
十

七
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第

百
三
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又

は
同
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
第
五
十
六
条
第
一
項
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
第
六
十
九
条
及

び
第
七
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て

の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
前
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
九

条
及
び
第
七
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
、
前
条
第
一
項
中

「
事
業
所
管
大
臣
が
所
管
す
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
五

十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
報
告
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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